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茨
城
県
に
あ
る
関
東
の
名
峰
筑
波
山

（
８
８
７
㍍
）
は
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
都
心
か
ら
で
も
日
帰
り
登
山
が

可
能
な
山
と
し
て
多
く
の
人
々
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
８
月
に
は
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
秋
葉
原
～
筑
波
）

の
開
業
も
あ
り
、
年
間
２
６
０
万
人
以
上

の
皆
さ
ん
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
筑
波
山

複
層
林
試
験
地
」
と
し
て
、
筑
波
山
の
山

腹
に
、
森
林
の
持
つ
国
土
保
全
・
水
資
源

の
か
ん
養
・
自
然
環
境
の
保
全
・
景
観
の

維
持
等
、
公
益
的
機
能
へ
の
国
民
の
関
心
・

要
請
等
に
配
慮
し
て
、
１
９
７
７
年
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
複
層
林
の
モ
デ
ル

と
な
る
試
験
地
の
造
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

試
験
地
は
、
筑
波
山
中
腹
の
北
東
向
き

斜
面
、
標
高
３
５
０
～
５
５
０
㍍
、
平
均

傾
斜
23
度
の
区
域
に
35
㌶
を
設
定
し
、
上

木
の
保
残
の
形
態
や
保
残
本
数
に
よ
り
、

点
状
保
残
区
、
列
状
保
残
区
、
群
状
保
残

区
、
等
高
線
状
・
直
線
状
保
残
区
、
魚
骨

型
伐
採
区
、
魚
骨
型
伐
採
改
良
区
、
受
光

調
整
伐
区
、
植
栽
本
数
調
整
区
の
８
タ
イ

プ
20
区
画
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
樹
種
は

上
層
木
・
下
層
木
と
も
ヒ
ノ
キ
（
一
部
上

層
木
に
サ
ワ
ラ
、
ス
ギ
が
混
在
）
で
、
林

齢
は
、
上
層
木
が
全
て
１
１
０
年
生
、
下

層
木
が
７
～
29
年
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
試
験
地
内
に
20
箇
所
の
プ
ロ
ッ

ト
を
設
置
し
、
上
層
木
お
よ
び
下
層
木
の

成
長
量
や
植
生
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

更
に
、
２
０
０
２
年
か
ら
は
公
益
的
機

能
の
確
保
や
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
前
述
の
等
高
線
状
・

直
線
状
保
残
区
に
お
い
て
、
長
期
育
成
循

環
施
業
へ
誘
導
す
る
た
め
の
施
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
は
、
９
．
６
５
㌶
の
区
域
に
上
層

木
１
１
０
年
生
、
下
層
木
８
年
生
及
び
28

年
生
の
３
段
の
誘
導
段
階
の
森
林
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
、
20
年
毎
に
伐
採
・
更
新
を
繰
り

返
し
、
１
４
０
年
後
に
は
伐
採
・
更
新
が

一
巡
し
、
１
６
０
年
生
か
ら
１
年
生
ま
で
、

20
年
違
い
の
林
分
が
ラ
ン
ダ
ム
に
存
在
し
、

モ
ザ
イ
ク
状
に
８
段
か
ら
な
る
豊
か
な
森

林
の
構
造
と
な
り
ま
す
。

20
年
ご
と
に
１
６
０
年
生
の
ヒ
ノ
キ
を

約
１
．
３
㌶
ず
つ
の
収
穫
、
10
年
ご
と
に

全
域
で
間
伐
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

大
経
材
か
ら
小
径
木
ま
で
多
様
な
材
が
収

穫
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
資
源
の
循
環
利

用
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
の
長
期
育
成
循
環
施
業
へ
の
関
心
は

高
く
、
林
業
関
係
者
か
ら
の
視
察
の
要
望

も
多
く
あ
り
ま
す
。
（
詳
し
く
は
、
当
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
）
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１
月
23
日(

土)

、
林
政
審
議
会
委
員
の

青
山
佳
世
氏
も
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る

現
代
都
市
文
化
研
究
会
24
名
が
「
赤
谷
の

森
」
を
訪
れ
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
計
画
部
長
よ
り
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

「
い
き
も
の
村
」
に
移
動
し
、
茂
倉
沢
治

山
事
業
に
お
け
る
渓
流
環
境
復
元
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
た
り
、
冬
芽
の
観
察
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
法
師
温
泉
に
移
動
し
、
赤
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
議
会
の
岡
村
会
長

か
ら
、
地
域
が
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
望

む
こ
と
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
「
代
々
、

温
泉
を
守
る
た
め
に
木
だ
け
は
伐
っ
ち
ゃ

い
け
な
い
」
と
い
う
地
域
の
言
い
伝
え
に
、

皆
さ
ん
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
よ
う
で
す
。

今
回
、
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、
財
界
や

マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
も
多
く
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
幅
広
い
方
面
で
関
心
が
高
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

２
月
14
日(

日)

、
赤
谷
セ
ン
タ
ー
主
催

で
冬
の
「
赤
谷
の
森
自
然
散
策
」
を
開
催

し
、
県
内
か
ら
親
子
連
れ
を
含
め
18
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

当
日
、
現
地
に
向
か
う
バ
ス
で
は
、
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
生
物
多
様
性
復
元
に

関
す
る
取
り
組
み
や
、
豊
か
な
自
然
環
境

と
旧
三
国
街
道
な
ど
の
歴
史
的
遺
産
を
活

用
し
た
地
域
振
興
へ
の
取
り
組
み
を
説
明

し
ま
し
た
。

今
回
の
会
場
は
、
旧
猿
ヶ
京
小
学
校
を

活
用
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
真
新
し
い
木
造

の
校
舎
に
参
加
者
か
ら
感
嘆
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
教
室
で
は
元
当
局
職
員
の
長

島
成
和
氏
か
ら
豊
富
な
経
験
に
基
づ
き
、

「
赤
谷
の
森
」
の
植
生
や
冬
芽
の
見
分
け

方
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
な
解
説
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
「
い
き
も
の
村
」
に
移

動
し
、
「
赤
谷
の
日
」
な
ど
の
サ
ポ
ー
タ
ー

活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
、
冬
芽
や
動
物
の

足
跡
の
観
察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
観
察
会
を
通
じ
て
一
見
寂
し
い

冬
の
森
林
に
も
、
色
々
な
楽
し
み
方
が
あ

る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い

ま
す
。

２
月
19
日(

金)

、
平
成
21
年
度
第
２
回

環
境
教
育
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
環
境
教
育
の
特
色
は
、
生
物
多
様
性

復
元
に
向
け
た
様
々
な
調
査
研
究
結
果
を

直
接
活
用
で
き
る
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、

他
で
行
わ
れ
て
い
る
森
林
環
境
教
育
と
は

異
な
る
独
自
の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
成
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｅ
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
代
表
の
高
野
孝
子
氏
を
ゲ
ス

ト
に
招
き
、
新
潟
県
南
魚
沼
で
首
都
圏
の

参
加
者
も
交
え
て
実
施
し
て
い
る
休
日
農

業
講
座
「
田
ん
ぼ
の
イ
ロ
ハ
」
な
ど
「
Ｔ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
て
頂
き
ま
し
た
。
環
境
教
育
を
通
じ
た

地
域
の
活
性
化
へ
の
幅
広
い
取
り
組
み
は
、

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
応
用
で
き

る
内
容
も
多
く
大
い
に
示
唆
を
受
け
ま
し

た
。ま

た
、
環
境
教
育
の
拠
点
と
し
て
の
、

旧
猿
ヶ
京
小
学
校
の
活
用
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

(

赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー)
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「いきもの村」で参加者と記念撮影



あ
る
日
、
都
内
の
小
学
校

６
年
の
Ｈ
君
か
ら
林
野
庁
長

官
あ
て
に
手
紙
が
届
き
ま
し

た
。
「
将
来
、
森
林
官
に
な

り
た
い
の
で
す
が
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
れ
は
、
東
久
留
米
市
の

小
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
お
い
て
、
子
ど
も
達

が
あ
こ
が
れ
る
職
業
に
つ
い

て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で

書
か
れ
た
も
の
で
し
た
。

そ
こ
で
、
関
東
森
林
管
理

局
か
ら
職
員
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
派
遣
し
、
森

林
官
に
つ
い
て
の
出
前
授
業

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
Ｈ
君
を
は
じ
め

６
年
生
全
員
96
人
と
担
任
の

先
生
方
が
待
つ
教
室
に
、
作

業
服
に
腰
ナ
タ
・
ノ
コ
、
熊

よ

け

の

鈴

、

ス

パ

イ

ク

地じ

下
足
袋
に
脚
絆
と
い
う
姿
で

か

た

び

き

ゃ

は

ん

う
か
が
い
ま
し
た
。
（
念
の

た
め
、
刃
物
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て
事

前
に
了
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
）
町

の
子
は
森
林
官
に
会
っ
た
こ
と
も
な
く
、

話
だ
け
で
は
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
だ

ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

ま
ず
は
国
有
林
と
は
何
か
ら
始
ま
り
、

森
林
官
が
日
々
森
林
を
歩
き
、
地
域
の

人
た
ち
の
声
を
聞
き
つ
つ
、
木
を
育
て
、

森
林
の
動
物
に
も
気
を
配
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
幅
広
い
仕
事
の
内
容
を
説
明

し
ま
し
た
。
一
人
の
森
林
官
が
東
久
留

米
市
全
体
の
５
倍
に
も
及
ぶ
面
積
の
森

林
を
管
理
し
て
い
る
こ
と
や
、
地
図
を

頼
り
に
道
の
な
い
山
の
中
を
歩
き
回
る

と
い
っ
た
話
は
新
鮮
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

特
に
関
心
が
高
か
っ
た
の
は
、
話
の
内

容
よ
り
も
、
熊
よ
け
の
鈴
や
、
林
尺
、

測
高
器
な
ど
の
森
林
官
必
携
の
「
モ
ノ
」

で
し
た
。

東
久
留
米
市
と
交
流
の
あ
る
地
区
の

国
有
林
の
図
面
を
用
意
し
た
と
こ
ろ
、

修
学
旅
行
で
行
っ
た
と
こ
ろ
が
国
有
林

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
掲
載
さ
れ
た

独
自
の
情
報
も
面
白
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
森
林
官
が
特
別
司
法
警
察
職

員
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
盗
石
を
現
行

犯
で
取
り
締
ま
っ
た
経
験
談
に
目
を
輝

か
す
子
が
多
く
い
ま
し
た
。

後
日
、
児
童
た
ち
か
ら
お
礼
の
手
紙

が
森
林
管
理
局
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

Ｈ
君
は
、
森
林
官
に
な
り
た
い
気
持
ち

が
強
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
か
っ
た
け
れ

ど
森
林
官
も
カ
ッ
コ
イ
イ
か
ら
な
っ
て

み
た
い
、
と
書
い
た
子
も
い
ま
し
た
。

森
林
の
働
き
や
治
山
の
こ
と
な
ど
は
５

年
生
で
学
習
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

リ
ア
ル
な
体
験
と
と
も
に
語
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
興
味
が
深
ま
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

森
林
や
国
有
林
野
事
業
に
つ
い
て
、

国
有
林
の
職
員
が
直
接
語
っ
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
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伊
豆
半
島
は
位
置
的
に
北
方
系
植
物
と

南
方
系
植
物
の
双
方
が
観
ら
れ
る
地
域
で

あ
り
、
特
に
天
城
は
日
本
有
数
の
多
雨
地

帯
で
あ
る
こ
と
か
ら
関
東
の
屋
久
島
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
伊
豆
半
島
の
天
城
連
山
を
中
心
に
、

「
天
城
を
守
る
会
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
当
会

は
昭
和
38
年
に
発
足
し
ま
し
た
が
、
当
時

は
、
新
聞
で
「
天
国
で
結
ば
れ
る
恋
」
と

騒
が
れ
自
殺
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

遭
難
者
の
捜
索
活
動
に
山
を
歩
き
回
っ
た

と
い
う
記
憶
が
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
歩
道
も
整
備
さ
れ
、
日
本
百

名
山
の
１
つ
「
天
城
山
」
で
も
あ
り
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
多
く
、
稜
線
沿
い
に
は

ブ
ナ
を
代
表
と
し
た
豊
か
な
森
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

天
城
山
に
は
固
有
の
植
物
が
多
く
、
そ

の
一
つ
が
「
ア
マ
ギ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」
で
す
。

天
城
最
高
峰
万
三
郎
・
万
二
郎
岳
周
辺

と
松
崎
の
長
九
郎
山
に
群
落
が
あ
り
、

5
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
可
憐
な
花
を
咲

か
せ
る
た
め
、
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
花
を
見
に
訪
れ
ま
す
。
冬
の

こ
の
時
期
は
、
天
城
山
に
雪
が
降
れ
ば

メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
山
に
入
り
、
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
に
積
も
っ
た
雪
下
ろ
し
を
す
る

の
で
す
が
、
今
年
は
ま
だ
雪
が
少
な
く

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

天
城
山
の
一
部
の
中
伊
豆
地
区
に
は
、

伊
豆
や
富
士
山
の
山
地
に
多
く
見
ら
れ

る
マ
メ
ザ
ク
ラ
の
群
生
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
近
年
立
ち
枯
れ
が
多
い
こ
と
か

ら
、
「
天
城
山
皮
子
平
マ
メ
ザ
ク
ラ
保

か

わ

ご

だ

い
ら

護
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
て
そ
の
原
因

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
原
因
に
は
温

暖
化
、
動
物
の
食
害
、
弱
っ
た
木
に
虫

（
コ
ス
カ
シ
バ
）
が
侵
入
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
後

も
原
因
究
明
の
た
め
、
協
議
会
で
調
査
を

続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
伊
豆
地
域
で
は
鹿
が
増
え
、
深

刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
伊

豆
半
島
に
約
２
万
頭
生
息
し
て
い
る
と
推

定
さ
れ
、
森
林
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
な

ど
里
の
被
害
も
毎
年
増
え
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

当
会
で
は
伊
豆
森
林
管
理
署
と
の
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
」
の
協
定
に
よ
り
、
植

樹
・
下
刈
り
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
植
樹

の
際
に
は
鹿
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、
鹿
に
食

べ
ら
れ
な
い
よ
う
保
護
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
ネ
ッ
ト
も
破
か
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
た
め
、
定
期
的
に
点
検
・
修

理
を
行
う
な
ど
対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
で
は
地

元
の
小
学
生
等
を
対
象
に
毎
年
植
樹
祭

を
行
い
、
総
合
学
習
の
時
間
に
は
源
流

見
学
や
ホ
タ
ル
の
飼
育
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
自
然
に
触
れ
る
体
験
活
動
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然
に
対
す
る

関
心
を
高
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

天
城
山
の
豊
か
な
森
を
大
切
に
し
、

今
後
も
保
護
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
く

と
と
も
に
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
少
し
で
も
山
の
す
ば
ら
し
さ
や
大

切
さ
が
分
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今

後
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（５）平成２２年３月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７２号

皮子平のマメザクラの立ち枯れ原因調査
か わ ご だ い ら

ボランティアの森での植樹祭の様子

アマギシャクナゲ



私の勤務する小出森林事務所は、新潟県中越地方の

魚沼市に位置し、尾瀬、銀山湖（奥只見ダム湖）、越後

三山の駒ヶ岳、中ノ岳等自然にあふれた約２万１千㌶の

広大な面積を管理しています。

新潟県の中でも魚沼地方は特に積雪量が多いことで有

名ですが、今年もまた軽く２㍍を超える積雪がありまし

た。昨年、一昨年と少雪で除雪作業も少なかったのです

が、今年はほぼ毎日除雪をしています。（メタボな私に

はとてもよい運動ですが・・・）

雪国の生活は不便なことも多いのですが、この地方に

とっては雪も貴重な観光資源で、管内にある奥只見丸山

スキー場は、営業期間が12月中旬から正月まで、３月中

旬から５月中旬までと春スキーをメインにした営業をし

ており、特に春スキーはブナの芽吹きの頃まで滑れるの

で多くのスキーヤーやスノーボーダーが訪れます。

また、銀山平地区では、キャンプ場内に積もった雪を

保温シートを掛けて保存し、毎年７月下旬に開かれる夏

のゆきまつりの折り、会場に約８万トンの巨大な雪山が

作られ、そりや雪遊びを楽しみに大勢の親子、観光客が

来場します。このおまつりでは、当署も木工教室を開き、

木の葉のバッチ、自然木の枝でマイ箸作り等を行い、来

場者から好評を得ています。

管内の国有林は、大部分がブナなどの広葉樹林であり、多

種多様な生物が生息していますが、その中でも特に私が紹介

したいのは北ノ又国有林内を流れる北ノ又川の大イワナです。

釣り好きでこの地によく訪れていた、作家の故開高健が愛

した川として知られていますが、 その開高さんの呼びかけ

がきっかけとなり、銀山湖の種川として昭和56年、永年禁漁

河川に指定されました。また、全国的に見ても珍しいことで

すが漁場監視員が川のそばの監視小屋に泊まり込みで常駐し、

昼夜を問わず密猟者から魚を守っており、このため、非常に

多くの魚が生息しています。

８月のお盆頃になると、銀山湖から大イワナの群れが、秋

の産卵に向けて遡上を始めます。宮ノ渕という少し深い場所

があって、お盆すぎから９月下旬頃まで沢山の大イワナを見

ることが出来ます。また、以前10月頃巡視業務の途中、ひと

またぎできるような沢を渡ろうとしたところ、50㌢くらいの

大イワナがバシャバシャと飛び出して来てビックリしたこと

もありました。

魚の多さ、大きさに感動すると思います。紅葉の頃がシー

ズンですので、リバーウォッチング（魚たちを驚かさない程

度に）は如何でしょうか。

このように自然豊かな環境で勤務していますが、その自然

を後世に残さなければいけないと責任を感じています。

国民の財産である国有林を適切に管理し、地域の皆さんと

交流を深め、期待される国有林でありたいと思います。

平成２２年 ３月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７２号（６）

中越森林管理署 小出森林事務所 森林官 細野 勝男

夏のゆきまつり

「河は眠らない」開高健記念碑
北ノ又川河畔

巡視の途中ちょっと休憩

宮ノ渕の大イワナ
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甲武信岳（ 2,475㍍）は、埼玉県の西部、奥秩

父山塊の中央部に位置し、埼玉県・山梨県・長野

県の３県の境にあります。

甲武信岳（こぶしだけ）の名前は甲州（山梨県）、

武州（埼玉県）、信州（長野県）の３国に跨る山

の頭文字からとされる説や山容が拳（こぶし）の

ように見えることから名付けられた、という説も

あり、甲武信ヶ岳（こぶしがたけ）ともいわれて

います。

登山ルートは、埼玉・山梨・長野県側にそれぞ

れありますが、埼玉県側はアプローチが長く上級

者向け、山梨県側は中級者向け、長野県側は日帰

りもできる初級者向けといわれています。「日本

百名山」に指定されたこともあり、登山者は多く、

山頂からは八ヶ岳、中央アルプス、富士山などが

一望できます。

この山の頂上に降った雨水は、埼玉県側から東

京湾へ注ぐ荒川、山梨県側から駿河湾へ注ぐ笛吹

川（富士川）、長野県側から日本海へ注ぐ千曲川

（信濃川）の水源となっています。

また、甲武信岳は、秩父多摩甲斐国立公園の特

別地域、秩父山地緑の回廊、秩父山地森林生物遺

伝資源保存林に指定され、シラベ、コメツガ、モミ等の針葉樹、

カンバ、カエデ類等の広葉樹によって多様な森林が構成され、

貴重な野生動植物が生息・生育し、豊富な森林生態系が保たれ

ています。

近年、甲武信岳を含む秩父山地緑の回廊では、シカによる立

木の食害が拡大し、その対策に苦慮しています。

埼玉森林管理事務所は、生物多様性保全の面からも地元自治

体やNPO法人等と連携し、被害対策に取り組んで行くこととして

います。

（埼玉森林管理事務所 広報広聴連絡官）

三宝山から甲武信岳を望む

（７）平成２２年 ３月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ７２号
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